
本学の卒業生 小指さんの旅のおはなし。
 彼女の旅の本を読むと、自分もそこへ行ってみたくなる。
 意図せずに泊まることになった街も、開発されないまま神様が宿る島も、小指
さんが旅をして言葉や漫画にすると、歳をとっても若い人の気持ちのようにワク
ワクしながら読み耽ってしまう。
人が読んで居心地のよくなる言葉や空気を描くのって難しいと思っていたのに…
小指さんにはできてしまうのだ。

『偶偶放浪記』

小指 著，白水社，2024
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伴大納言絵巻の授業のために読んだ本。
町田康といったら自分の学生時代のパンクな小説家とゆうイメージなのだ
が、還暦になり古典を扱ってもその雰囲気のままでとてもかっこよかった。
古典のお話って野生的で人間らしいものが多く、現代の小説よりも実は本
能的で、パンクな文体がしっくりくるのだ。

『宇治拾遺物語
(河出文庫 ; ま 17-5. 古典新訳コレクション ; 23)』

町田康 訳，河出書房新社，2024
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